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4) ポリ -r ーベンジルー L-グノレタメート単分子膜の分子量依存性





5) 蛋白質，蛋白一糖脂質複合体の表面膜細菌 (Pseudornonas aeruginosa) 細胞壁から抽出され
た蛋白質 (Protein-P) と，蛋白一糖脂質複合体 (Cornp-I) を水面上に展開し，その膜的性質を調べ
た。 Protein-P は水面上に展開されたとき， unfolding は完全には行われず，非常に強固な構造を含
んでいることが知られた。 Cornp-I の膜は，蛋白質の膜が水面上に作られ，糖脂質は蛋白質に吸着し
て水中に没している。そして糖脂質は，蛋白質の水中への溶解を妨け*ていることが知られた。
6) 表面粘度の shear rate 依存性
ポリペプチド単分子!撲の表面粘度と，回転粘度計の回転速度の函数として測定し，ポリペプチド単
分子膜は準塑性流動を示すことを知った。表面粘度の shear rate 依存性を表す式を，単分子中膜中
に出来る raft 構造に基ずいて導いたo shear rate D の下での，表面粘度 S は，
η。-η∞万ニ可∞十 1 十 ßD'll
で表される。乙乙で， α は raft:raft contact と， raft-water interaction の表面粘度への寄与を示
すパラメーター ， ß は raft 構造の shearing action により破壊される速さを示すパラメーター， η。
と η∞は shear rate 零と無限大の下での表面粘度を表す。この式で各ポリペプチド単分子牒の表面
粘度を解析すると， α， 13 の値の比較により，重合度の高いものは，強固な，大きな raft を形成する
























これらの結果にもとずいて Pseudomonas aeruginosa の細胞膜から得られる蛋白と糖脂質との複
合体の単分子膜について表面粘度をしらべて，この場合には二次元的 aggregate の生成以外に水面上
に網目構造のごときものが生成している可能性について推論している。
以上鈴木君の研究は，単分子膜法に適用できる新しい装置の開発を行ない，それによって膜研究の
基本的な方法にいくつかの知見を加え，従来困難とされていた二三の物質の測定に成功しているので
理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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